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≪復興コンセプト・復興イメージ≫ 

 令和 4 年 11 月 7 日から 10 日および令和 5 年 1 月 23 日から 24 日にかけて地区別に「復興コンセプト・復興イメージ」をテーマとした復興イメージ検討ワークショップを実施した。本検討結果は、被災後のまちづくりを検討

していく上で、貴重な情報となる。ワークショップの実施結果を示す。 

 

【岩代地区】 

復興コンセプト： 世界一の梅 歴史や文化を守り子どもが増える住みよい岩代 

復興イメージ：  

 

※住民ワークショップの結果であり、この通り復興するわけではない  

農業中心エリア
居住エリア

（嵩上げなし）

農業中心エリア

農業中心エリア

商業中心エリア

居住エリア
（嵩上げ）

居住エリア
（嵩上げ）

項目 内容

居住
• 西岩代では伏山に居住エリアを集約
• 駅周辺エリアに嵩上げした安全な地域を整備

商業
• 駅周辺の個人商店を中心とした商業施設を集約
• 公共施設も併せて集約

農業
• 浸水区域は全面的に土地改良の上、農地を整備
• 浸水外の地域は現状通り

公園 • 基本的に整備は不要

インフラ • 国道や鉄道は現状通りに復旧

防災 • 防潮堤の整備は不要

農業中心エリア
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【南部地区】 

復興コンセプト①： 希望と笑顔があふれ自然の恵みのある快適なみなべ 

復興コンセプト②： 人々の優しさあふれる安心・安全を育くむ 梅香るまち みなべ 
復興コンセプト③： 梅は長生きのみなもと、美しい海、山と川の観光と生涯学習の推進による人材の育成で星空をながめるまち 
 ※3 班で実施したため、3 つの復興コンセプトを作成 
復興イメージ：  

 

※住民ワークショップの結果であり、この通り復興するわけではない  

居住エリア
（高台移転）

居住エリア
（高台移転）

高校を移転

小中学校を移転

農地（梅）

農地

松（防潮林）
の整備

海浜公園

国道42号の嵩上げ

居住エリア
（嵩上げなし）

農業中心エリア

駅前商業
エリア

農地（梅） 農地

居住エリア候補地
（嵩上げなし）

居住エリア
（海の景観）

居住エリア
（千里観音）

アクセス道路

スポーツパーク
エリア

既存商業エリア

居住エリア
（高台移転）

大型商業
施設エリア

既存農地
（嵩上げ）

人工島
（レジャー施設）

項目 内容

居住
• 安全な地域に高台移転および嵩上げ再建
• みなべICより北側は、住居が不足した場合に整備

商業
• 駅前商業エリアを整備
• みなべIC周辺に大型商業施設を誘致

農業
• 一部沿岸部に土地改良による農地を整備
• 梅を中心とした農地を確保

公園
• 駅前に大規模なスポーツパークを整備
• 居住エリア内部にも適宜公園を整備

インフラ
• 幅員の広いアクセス路を復旧・再整備
• 駅前のメインストリートや各エリアを繋ぐアクセス路を整備

防災
• 松（防潮林）の整備
• 国道42号の嵩上げ（二線堤）の整備
• 人工島による津波被害の軽減

居住エリア
（嵩上げ）

居住エリア
（高台移転）

避難タワーの整備

既存復旧エリア
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【堺地区】 

復興コンセプト： 持続可能な漁業を中心に安心してくらせるまち 堺 

復興イメージ：  

 

※住民ワークショップの結果であり、この通り復興するわけではない 

 

居住エリア
（高台移転）

居住エリア
（高台移転）

漁港エリア

広場
（朝市など実施）

公園

居住エリア
（高台移転）

海の景観を活かした
商業エリア

防波堤整備（L1）

防潮堤整備（L1）

防波堤整備（L1）

アクセス道路

農業中心エリア

農業中心エリア

項目 内容

居住
• 安全な地域に高台移転
• 避難拠点候補地周辺に住居を確保

商業
• 海の景観を活かした商業エリアを整備
• 利用客数を考慮し広いエリアは不要
• 漁港側に道の駅を整備

農業 • 元の居住地を農地に転用

公園
• 沿岸部の公園の復旧
• 朝市などで利用できる広場を整備

インフラ
• 居住者の車利用やトラックの交通を考慮し、十分な幅員が確

保された道路を整備

防災
• 景観や仕事のしやすさを優先した防潮堤整備
• 内陸部にある池が決壊しないように整備

道の駅エリア

漁港からのアクセス道路

避難拠点候補地


